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2． 高純度銅単結晶 の 低
一

中間磁場 に お け る 電流磁気効果

小　出 能　男

　本研究は ， 高純度銅単結晶の 伝導電子 の 散乱の よ うす を調 べ る 目的で ， 特 に低磁場領

域に 注 目し て 電流磁気効果 の 測定を行 っ た。

　高純度金属 の 低磁場に お ける 電流磁気 効果 の 測 定は ， 測定電圧 が極め て小 さい （10
’12

V の オ
ー

ダ
ー

）た め ec
， 従来 の 測定技術で は 測定不能で あ っ た 。今回の 実験で は ，SQUID

を用い た測定系をつ くり， 1 × IO
’i2V

の 感度 を得た 。

　測定は ， （100 ）と （110 ）off　8
°

の 2 つ の 磁場方位 に つ い て ， 磁気抵抗 と ホ
ー

ル 係数

の 磁 場依存性を 10 ガ ウス か ら

700 ガ ゥス ま で行 っ た 。 又 ， 磁

気抵抗 の 温度依存性 を 4．2K か

ら 9．OK ま で 測定 した 。 今回の

測定で 特に注 目 され る の は ， 磁

気抵 抗 の 磁揚依存性 の ふ るま い

で あ る 。 磁気抵抗の 磁場依存 を

低磁 場か ら中間磁 場 に わ た っ て

詳 し く測定 した 結果 ， 100ガ ウ

ス 以下 に 磁気抵 抗 の 磁 場依存 に

“

こ ぶ
”

が現れ た 。

　 こ の ふ る まい の 解明 を目的 と

して ， 銅の フ ェ ル ミ面 の 特長を

取 り入れた 2 バ ン ド的なモ デ ル

計算 を行 っ た 。 計算結果は ， こ

の
“

こぶ
”

の 存在 を 示 した 。

計算結果 の 解析か ら ， こ の ふ る

まい が電 子軌道 と ホ
ー

ル 軌道の
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ω τ の 異方性か ら生 じて い る こ とがわ か っ た 。

　ホ
ー

ル 係数 の 磁 場依存 の 実験結果は ， 弱磁場
一
強磁場遷移 を示 し て い る 。 ホ

ー
ル 係数

の 磁場依存 に つ い て も モ デ ル 計算 を行 っ た 。 計算結果 は ， 2 バ ン ド的な考えで解析 され

実験 との 対応 がつ け られ た 。

　磁気抵抗 の 温 度依存 の 実験結果 は ， 温度 の 上昇 と伴に 磁気抵抗 が減少す るふ る ま い を

示 した 。 こ の ふ る ま い は ， 温度が 上昇す る と ， 磁場条件が低磁場側に 移る こ とで
， 定性

的 に 理解 で きる。 しか し，今回の 測定温度範囲で は ， フ ォ ノ ン 散乱の 効果 が十分出て い

ない こ と がわ か っ た 。

3． 銅
一

鉄合 金 の 熱 電 能

原　田　健

　 Cu 中の 磁性不純物 と し て の Fe 原子 は ， 数百 ppm ほ どの 希薄合金で も，

一
様に 分布

せ ず， ク ラ ク タ
ー生成が起 っ て い る こ とが ， メ ス バ ウァ

ー
効果や 磁化の 研究で 判 っ て き

た 。

　希薄 Cu − Fe 合金 は，典 型

的 Kondo合金で あ り， 低温 で

巨大熱電能を示 す こ とが知 ら

れ て い る 。 Kondo 効果は ， 伝

導電子 と孤立不純 Fe 原子 と

の S − d 交換相 互作用 に よ る

もの で あ る が ， Fe 濃度 の 増加

と共 に
， Fe 原 子 の ク ラ ス タ

ー

生成が熱電能 に ， 影響 を与 え

る こ とが期待 され る 。

　本研究は ， 以上 の 事を踏ま

えて ， Cu 中に鉄 を O．5 〜 1，2

at ．％固溶 させ た合金 の 熱電
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